
発明の名称：
デブロモラウリンテロールからなる香料

機 2ページ

利用・用途・応用分野

コンピュータのＣＰＵの冷却装置、電子装置・部品・回路製造 半導体・ＦＰＤ製造装置製造

目的・課題 解決ポイント

冷却装置のヒートシンクのフィン先端の
縁辺に沿って絶縁体を介在させ、アノー
ド電極を設け、カソード（フィン）との間に
交流電圧を印加するプラズマシシンセ
ティツクジェット（ＰＳＪＡ）を適用すること
により、各フィン毎の放熱効率を維持し
つつフィンの間隔を狭め、フィンの枚数、
放熱面積を増大させて、ヒートシンク
全体の冷却効率を高めることができる。
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無料開放特許

ａ）冷却装置を示す断面図

（ｂ）１枚のフィンの斜視図

（ｃ）１枚のフィンの
先端側部分の拡大断面図

従来のコンピュータのＣＰＵのように
小さい寸法で多量の熱を発生する部
分の冷却装置では、冷却装置の寸
法やファンの動力をそれほど大きく
せずに効率よく冷却することが困難
であった。フィンの間隔を狭くして冷
却面積を大きくしても、ヒートシンクの
フィン面での空気の流速が低下し、
結果としてそれほど冷却効率は上げ
られなかった。そのため、比較的小さ
い寸法のフィンが形成されたヒートシ
ンクで冷却効率が高い冷却装置が
望まれている。
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ヒートシンクの各フィン毎の放熱効率を
維持しつつフィンの間隔を狭めて
フィンの枚数、放熱面積を増大させ、
ヒートシンク全体の冷却効率を高める。
ヒートシンク１２の各フィン１４の先端の
縁辺に沿って間に絶縁体１５を
介在させて電極１６を設け、電極１６と
フィン１４との間に交流電圧を印加して
プラズマシンセティックジェット(PSJA）に
よる空気流を生ぜしめる。
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